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前期比（％）

2021年

10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3
実質ＧＤＰ － 1.9 － 0.5 － 8.1 5.3 2.8 － 1.0 － 1.3 0.3

同 　   (年  率) － 7.4 － 2.0 － 28.6 22.9 11.7 － 3.9 － 5.1 1.2
同　    (前年同期比) － 1.4 － 2.1 － 10.1 － 5.6 － 1.1 － 1.6 － 1.9 0.4

内需寄与度　　　　　 (*) － 2.5 － 0.2 － 5.2 2.6 1.8 － 0.8 － 1.1 0.3
個人消費 － 3.1 － 0.8 － 8.3 5.1 2.2 － 1.5 － 1.4 － 0.1
住宅投資 － 1.9 － 3.7 0.6 － 5.7 0.0 1.2 1.1 0.1
設備投資 － 4.5 1.3 － 6.1 － 2.1 4.3 － 1.2 － 1.4 0.2
民間在庫　　　　　 (*) － 0.1 0.2 0.1 － 0.2 － 0.5 0.4 0.3 0.2
政府最終消費 0.4 － 0.2 0.2 2.9 1.8 － 1.1 － 1.8 0.6
公共投資 0.4 0.4 2.2 0.8 1.3 － 0.5 － 1.1 0.5

外需寄与度　　　　　 (*) 0.6 － 0.3 － 2.8 2.6 1.0 － 0.2 － 0.2 － 0.0
輸出 0.3 － 4.7 － 17.5 7.3 11.7 2.2 2.3 － 0.1
輸入 － 2.8 － 3.0 － 0.7 － 8.2 4.8 3.9 4.0 -0.1

名目ＧＤＰ － 1.2 － 0.6 － 7.8 5.6 2.4 － 1.3 － 1.6 0.3
同  　  (年  率) － 4.6 － 2.2 － 27.7 24.1 2.4 － 5.1 － 6.3 1.2
同 　   (前年同期比) 0.1 － 1.1 － 8.9 － 4.5 － 0.8 － 1.7 － 2.1 0.4

1.5 1.0 1.4 1.2 0.2 － 0.1 － 0.2 0.0

(注)内需寄与度、民間在庫、外需寄与度は実質ＧＤＰに対する寄与度

(出所)内閣府「四半期別ＧＤＰ速報」
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経済レポート 

 

2021年 1～3月期のＧＤＰ（2次速報）結果 
 

～やや上方修正されるも、景気判断に影響はない～ 
 

調査部 主席研究員 小林真一郎 

 

6月 8日に発表された 2021年 1～3月期の実質ＧＤＰ成長率（2次速報）は前期比－1.0％（年率換算－3.9％）と、1次

速報の同－1.3％（同－5.1％）から上方修正された。個人消費、輸出、輸入が下方修正される一方で、設備投資、民間在

庫、政府消費、公共投資などが上方修正されたため、全体でも上方修正となった。もっとも、いずれも小幅な修正であり、

景気の見方を変えるほどのものではない。 

需要項目別に 1 次速報からの修正状況をみていくと、家計関連では、個人消費が前期比－1.5％と 1 次速報の同－

1.4％から下方修正され、住宅投資は前期比＋1.1％から同＋1.2％と上方修正された。 

企業関連では、1 次速報時点で未公表だった法人企業統計調査の 1～3 月期の結果が反映され、設備投資は前期比

－1.4％から同－1.2％に上方修正された。同様に法人企業統計調査の結果が反映される民間在庫の前期比寄与度は、

1 次速報段階で推計されていたよりも仕掛品などが積み上がっていたため、＋0.3％ポイントから＋0.4％ポイントへ上方修

正された。 

 

図表１ 改定状況の一覧 
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政府部門では、3 月分の医療費が 1 次速報段階の想定よりも大きかったことなどから、政府消費は前期比－1.8％から

同－1.1％に上方修正され、公共投資も 3 月の建設総合統計が反映された結果、同－1.1％から同－0.5％に上方修正さ

れた。 

以上の結果、内需全体の前期比寄与度は－1.1％ポイントから－0.8％ポイントへと上方修正された。一方、外需寄与度

は、輸出（前期比＋2.3％→＋2.2％）、輸入（前期比＋4.0％→＋3.9％）ともにわずかに下方修正されたため、－0.2％ポ

イントのまま修正されなかった。 

名目ＧＤＰ成長率も、前期比－1.3％（年率換算－5.1％）と 1 次速報の同－1.6％（同－6.3％）から上方修正された。ま

た、経済全体の総合的な物価動向を示すＧＤＰデフレーターは前年同期比－0.2％から同－0.1％へと上方修正された。 

4～6 月期については、現時点では小幅ながらもプラス成長に復帰すると想定している。感染者数が１月にピークアウト

し、その後、緊急事態宣言も順次解除されたことから、春先にかけて景気はいったん持ち直した。こうした動きに加え、緊

急事態宣言の発出も 3回目となり、社会全体で感染対策を実施しつつ効率的に経済を回していくことが可能となっている

うえ、海外経済が順調に回復しており、輸出の増加が続くと期待される。実際、4 月の輸出や生産については、感染拡大

の第四波が到来する中でも増加が続いている。また、企業倒産や失業がそれほど増えていない、などの明るい材料もある。 

それでも、今後の感染状況次第では、2四半期連続でマイナス成長に陥るリスクは残る。1～3月期の実質ＧＤＰ成長率

の動きを他国と比べると、米国や中国はプラス成長である一方、ＥＵは 2 四半期連続でマイナス成長に陥るなど、感染抑

制状況やワクチン接種率によって格差が生じている。このため、いち早く景気をしっかりした回復軌道に戻すためにも、で

きるだけ早くワクチンの接種を進めることが必要である。 
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